
平
成 こ と て 減 を
十 と 、 最 等 自 廃 平
四 と 一 新 に 動 止 成
年 し 定 の 関 車 す 十
三 た の 自 す か る 三
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と 第 三 得

自 し 住 不 十 の に 平
動 た 宅 動 条 税 対 成
車 用 産 関 率 す 十（
取 第 地 取 係 を る 六
得 四 に 得 ） 廃 税 年
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二 一 ◇
１ 定 税 北
内 す に 地 趣 海

個 容 る つ 方 旨 道
人 こ い 税 税
の と て 法 条
道 と 所 の 例
民 し 要 改 の

号外第

〇 〇
北 北
海 海
道 道
税 税
条 規 条 条
例 例
施 の
行 一

号

月 低 動 る ら こ 年（
三 附 燃 車 特 排 と 自
十 則 費 排 別 出 と 動
一 第 自 出 措 さ し 車
日 九 動 ガ 置 れ た 排

条 車 ス 法 る 出（
の に 規 が 窒 附 ガ
二 係 制 適 素 則 ス
の る に 用 酸 第 規

日 二 課 適 さ 化 九 制
関 税 合 れ 物 条 に

曜 係 標 し る 及 の 適
） 準 た 地 び 二 合

税 十 係 税 。 止 率 度
四 る す に ま
条 税 る つ で
の 額 と い そ
七 の と て の
、 減 も 、 適
附 額 に 課 用
則 措 、 税 が
第 置 当 長 停
七 に 該 期 止
条 つ 部 譲 さ
の い 分 渡 れ
二 て の 所 て

税 た の 正 一
。 改 に 部
正 伴 を
を い 改
行 、 正
う 個 す
こ 人 る
と の 条
と 道 例
し 民 （
、 税 条
併 、 例
せ 不 第

規 則 部 例 目
則 を
の 改
一 正
部 す
を る
改 条
正 例
す
る
規
則 次

公

布

さ

れ

た

条

例

日 。 の 自 域 粒 の し
特 動 外 子 二 た
例 車 に 状 関 自
措 を お 物 係 動
置 取 い 質 ） 車
と 得 て の 。 の
の し 一 特 取
重 た 定 定 得
畳 場 の 地 に
適 合 自 域 係
用 の 動 に る
措 税 車 お 税
置 率 を け 率
を の 完 る の

の 、 税 得 い
四 適 率 金 る
、 用 を 額 土
附 対 百 八 地
則 象 分 千 等
第 と の 万 を
七 な 二 円 譲
条 る と 超 渡
の 要 す の し
三 件 る 部 た
関 の こ 分 場
係 緩 と の 合
） 和 と 道 の
。 を し 民 長

て 動 四
規 産 十
定 取 四
の 得 号
整 税 ）
備 、
を 自
行 動
う 車
た 取
め 得
、 税
こ 及
の び

税 税
務 務 発行
課 課

の

あ

ら

ま

し
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十 道 北 条 成 道
四 税 海 例 十 税
条 条 道 第 四 条
の 例 税 四 年 例

行 た 税 期
う 百 譲（
こ 附 分 渡
と 則 の 所

二 一

こ 施 地 趣
の 行 方 旨
規 期 税 及
則 日 法 び

条 軽
例 油
を 引
制 取

◇ 三
北 ２ １
海 施
道 条 こ 行
税 例 の 期
条 改 条 日

） ）
電話

ペ
ー

三 一 ジ 印刷

５ ４
す

規 そ る 化 軽 と の の 率
定 の こ 学 油 と 間 に か
の 他 と 工 引 し に あ ら

－ －
（内線 ）
－ －
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平 月 一
成 三 定

七 条 十 三 の（
第 昭 例 四 月 一
一 和 の 号 三 部
項 二 一 十 を
中 十 部 一 改
五 を 日 正「

各 年 改 す
号 北 正 る
の 海 す 条
一 道 る 例
」 条 条 を
を 例 例 こ
第 こ「

は の 内
、 改 容
平 正
成 等条
十 に
四 伴
年 い
四 、
月 規
一 定
日 の
か 整
ら 備

例 正 例 等
施 に は
行 伴 、
規 う 平
則 経 成
の 過 十
一 措 四
部 置 年
を を 四
改 講 月
正 ず 一
す る 日
る こ か

公

布

さ

れ

た

規

整 と 業 取 た 取 っ 、
備 し 及 税 得 て 平（
を た び 附 さ は 成
行 製 則 れ 百 十（
う 第 紙 第 る 分 四
こ 百 業 九 も の 年
と 三 を 条 の 一 四
と 条 営 の に を 月
し 関 む 二 あ 、 一
た 係 者 の っ 平 日
。 ） が 二 て 成 か

。 一 関 は 十 ら
定 係 百 五 平

十 十 の
五 一 低
年 日 燃
自 ま 費
動 で 自
車 延 動
排 長 車
出 す の
ガ る 取
ス こ 得
規 と に
制 と 係
に し る

各 五 に
号 十 公
の 六 布
い 号 す
ず ） る
れ の 。
か 一
」 部 北
に を 海
、 次 道

一 の 知「
第 よ 事
四 う
項 に 堀

施 を
行 行
す う
る た
こ め

例 と 、
と こ
し の
た 規
。 則

を
制
定
す

規 と ら
則 と 施

し 行（
規 た す
則 。 る
第 こ
五 と
十 と
六 し
号 た
） 。

則

の

あ

ら

ま

し

の ） 分 年 成
用 。 の 十 十
に 〇 月 五
供 ・ 一 年
す 一 日 九
る を か 月
軽 、 ら 三
油 そ 平 十
に れ 成 日
係 ぞ 十 ま
る れ 六 で
課 控 年 の
税 除 二 間
免 し 月 に

適 た 課
合 税（
し 附 標
た 則 準
自 第 の
動 九 特
車 条 例
の の 措
取 二 置
得 の の
に 二 適
係 関 用
る 係 期
税 ） 限

」 改
を 正
す「

第 る 達
四 。
項 也
及

る
こ
と
と
し
た
。

除 た 二 取
措 率 十 得
置 と 九 さ
を す 日 れ
廃 る ま る
止 こ で も

率 。 を
は 平
、 成
現 十
行 五
税 年

公

布

さ

れ

た

条

例

の
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ま

し
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第 五二 百 ロ イ十 三 称 第
条 特 特 四削 の 例 例 十除 表 適 適 四
の 用 用 条
第 住 住 の
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て
第 四 」 第 号
四 ロ イ に 四 の
十 名 前 改 十 規
四 称 住 住 条 め 四 定
条 宅 宅 第 、 条 を
の の が 一 同 の 適
十 着 新 項 項 八 用
第 工 築 第 第 第 す

道 公 報

４ 次 第「
一 べ に の み 第四
戸 き お 共 一 な 四号
の 住 い 同 項 し 十ま
住 宅 て 住 を て 四で
宅 を 、 宅 加 同 条」
の 新 当 等 え 項 のに
新 築 該 以 る 第 七、
築 し 住 外 。 二 第

号外第

同 は 項 条 の
四 項 取 と 第 新

ロ イ を 得 し 八 築
第 同 、 項 が（

住 住 一 条 予 同 を 当
宅 宅 項 第 定 条 同 該
を が 第 七 ） 第 条 取
新 新 一 項 年 六 第 得
築 築 号 と 月 項 九 者

号

該 を び
土 第「
地 が 五
を 新 項 平
当 築 」 成
該 さ に 十
特 れ 改 四
例 た め 年
適 場 、 三

十 宅 宅 七
五 の が 第
号 新 新 一
中 築 築 項
ハ 年 さ 第
を 月 れ 一
削 日 た 号
り 並 時 の
、 び に 規
ニ に お 定
を 特 け の
ハ 例 る 適
と 適 当 用

二 及 さ 一 四 二 る
項 び れ 号 号 項 。
第 完 た の を 中
五 成 時 規 次 「
号 予 に 定 の を
を 定 お の よ 新
次 年 け 適 う 築
の 月 る 用 に す
よ 日 当 を 改 る
う 並 該 受 め 」
に び 土 け る を
改 に 地 る 。 「
め 住 の 土 が

「
と 、 宅 の 号 五同
み 又 の 住 か 項項
な は 新 宅 ら を各
し そ 築 の 第 同号
、 の を 新 四 条」
そ 住 し 築 号 第を
の 宅 た が ま 六「
新 に 者 さ で 項同
築 増 が れ 」 と項が 築 当 た に し第同 し 該 こ 改 、二号 た 住 と め 同号に と 宅 に 、 条か

し さ の す 日 第 項 か
た れ 規 る 」 四 と ら
者 た 定 。 に 号 し 当
又 時 の 改 中 、 該
は に 適 め 同 土「
新 お 用 、 取 条 地
築 け を 同 得 第 を
す る 受 号 年 七 取
る 当 け を 月 項 得
予 該 る 同 日 中 し
定 土 土 項 又 た「
の 地 地 第 は 第 者
者 の の 五 取 五 に

用 合 同 月
住 項 三（
宅 当 第 十
の 該 一 一
新 取 号 日
築 得 中
の を 「
時 し 土
ま た 地
で 者 を 日
引 取（
き 以 得 曜
続 下 し

し 用 該 を
、 住 土 受
同 宅 地 け
表 を の る
の 新 所 土
第 築 有 地
二 し 者 の
十 た の 取
号 者 住 得
を の 所 に
次 住 及 あ
の 所 び つ
よ 及 氏 て
う び 名 は

る 宅 所 地 新
。 を 有 の 築

新 者 取 さ
築 の 得 れ
す 住 に る
る 所 あ 」
予 及 つ に
定 び て 、
の 氏 は 「
者 名 、 添
の 又 次 附
住 は の し
所 名 事 て
及 称 項 」

規 き の よ 同 第ら定 は 新 り 項 四第す 、 築 第 を 項
四る こ 後 一 同 中
号期 れ 一 項 条 「
ま間 ら 年 第 第 第
で内 の 以 一 五 一
」に 前 内 号 項 項
にあ 後 に の と 」
、つ の そ 規 し を

た 住 の 定 、 「 「
みも 宅 住 の 同 第
なの の 宅 適 条 一
しと 建 と 用 第 項

の 所 取 号 得 項 よ
住 有 得 と 予 」 り
所 者 に し 定 を 行
及 の あ 、 年 わ「
び 住 つ 同 月 第 れ
氏 所 て 項 日 六 る
名 及 は 第 」 項 場
又 び 、 三 を 」 合
は 氏 次 号 に に「
名 名 の の 新 改 限
称 又 事 次 築 め る
は 項 に 、 。（
名 次 予 同 ）
称 の 定 項 」

き こ た 日
所 の 者
有 号 が
し に 当
て お 該
い い 」
る て を
場 削「
合 取 り
又 得 、
は 者 「
当 」 を
該 と 新
特 い 築

に 氏 又 、
改 名 は 次
め 又 名 の
る は 称 事
。 名 項

額
」 附 二 一 該 に 第 税
を 各 適 一 の則

平 平 号 用 項 税第「
の 成 成 に さ の 率十
百 十 十 定 れ 規 は条
分 五 四 め る 定 、第

び を
氏 「
名 添
又 付
は し

９ 項 九 二 則 に
又 と 」 項 の 第 改
は し 道 を 中 六 十 め
第 て 路 第 六 、「 「
五 定 運 前 附 十 条 「
項 め 送 項 則 一 の で
の ら 車 」 第 項 二 同

てみ 築 一 が 三 第
同な を 構 あ 項 二
項し も と る の 号
」て つ な 場 次 か

同 て る 合 に を ら

に に あ 地 を と
改 附 改 附 つ の 取 」
め 則 め 則 て 上 得 を
、 第 る 第 は に す 削
同 九 。 七 三 三 る り
条 条 条 年 年 こ 、
第 の の 以 以 と

よ ） を に
う 年 同 改
に 月 条 め
加 日 第 、
え 又 八 同
、

第 次「
附 附 一 の一

則 者 で し よ則 項
第 に 引 た 土 う第 第
七 よ き 者 地 に七 一
条 り 続 を 加条 号 （
の 行 き 以 取 え」の

例 う し
適 。 た
用 ） 場
住 が 合
宅 当 」

「
附 を 附
則 新 則
第 築 第
七 し 七
条 た 条
の 」 の

の 年 年 る べ に 当一
二 十 四 率 き か 該項
に 月 月 を 同 か 取中
相 一 一 そ 条 わ 得「
当 日 日 れ 又 ら がに
す か か ぞ は ず 次対
る ら ら れ 第 、 のし
金 平 平 控 一 当 各、
額 成 成 除 項 該 号次
」 十 十 し に 取 にの
に 六 五 た 定 得 掲各改 年 年 率 め に げ号め 二 九 と る つ るに

規 れ 両 に 十 」 の 条
定 た 法 改 六 を 六 第
の 排 第 め 条 第 八「
適 出 四 、 の 附 十 項
用 ガ 十 同 二 則 項 に
が ス 一 項 の 第 」 規
あ 保 条 を 六 十 に 定
る 安 の 同 第 六 、 す
場 基 規 条 十 条 る「
合 準 定 第 三 の 同 も
の に に 八 項 二 条 の
自 適 よ 項 」 の 第 」
動 合 り と を 六 十 を

「
七 二 四 内 内 」 を
項 の 第 に に を 新
中 二 二 当 住 築「
第 項 該 宅 同 す「

附 五 、 土 が 条 る
則 項 第 地 新 第 」
第 中 四 の 築 一 を
十 項 上 さ 項「 「
六 平 、 に れ 第 が
条 成 第 あ る 一 新
の 十 六 る こ 号 築
二 四 項 住 と の さ
の 年 及 宅 、 規 れ

三 わ 所 下 得 るを三
第 れ 有 こ し 。第 「
三 る し の た、一
項 場 て 号 日第項
第 合 い に か一第
四 に る お ら項一
号 限 場 い 三第号 中 り 合 て 年一又 、 又 以号は 「 「
住 次 は 取 内又第 宅 号 当 得 には二 の 及 該 者 当第号 」 び 住 」 該二」

三 を 二
第 の「
一 が 四
項 新 第
中 築 二
第 さ 項
二 れ 中
号 た 「
を 」 土
第 に 地
三 改 を
号 め 取
と る 得

、 月 月 す 率 い 期掲各 二 三 る か て 間げ号 十 十 。 ら こ 内るを 九 日 、 の に場削 日 ま 当 項 行合り ま で 該 の わの、 で 各 規 れ
区同 百 号 定 た
分条 百 分 に の と
に第 分 の 掲 適 き
応二 の 一 げ 用 に
じ項 〇 る が 限
当を ・ 期 な り
該削 一 間 い 、

車 す 平 し 第 項 削「
の る 成 、 附 十 」 り
取 自 十 同 則 二 を 、
得 動 五 条 第 項 「 「
を 車 年 に 十 」 同 附
除 で 十 次 六 に 条 則
く 政 月 の 条 改 第 第
。 令 一 一 の め 十 十
） で 日 項 二 、 一 六
に 定 以 を の 同 項 条
対 め 降 加 六 条 」 の
し る に え 第 第 に 二
て も 適 る 十 八 、 の
課 の 用 。 四 項 六「

六 三 び を 同 定 る
第 月 第 取 項 の 」
七 三 八 得 第 適 に
項 十 項 す 二 用 、
」 一 中 る 号 を 「
を 日 こ の 受 三「
」 を と 規 け 年「

附 を 新 」 定 る 以
則 築 に の 土 内「
第 平 す 改 適 地 に
十 成 る め 用 の 当
六 十 」 る を 取 該
条 五 を 。 受 得 土
の 年 け に 地「

の 第 宅 と 土号に 下 三 の い 地」改 に 号 新 う のにめ に 築 。 上「、、 新 該 が ） に
築 当 当 が 住「「

附、 又 す 該 当 宅
則 は る 取 該 が「
第こ 」 場 得 土 新
七れ を 合 者 地 築
条ら 加 を か を さ
の」 え 除 ら 当 れ
三と 、 く 当 該 た
第あ 同 。 該 住 場

し 。 し
、 た
第 者
一 が
号 」
を を
第 「
二 土
号 地
と が
し 取 二
、 得
同 さ
項 れ

各り の も 第
号、 区 の 九
に同 分 と 十
定条 に し 三
め第 応 た 条
る三 じ 場 及

項 金 当 合 び

す の さ 項 を 附 第
る 取 れ 」 削 則 九
自 得 る に り 第 項
動 べ 、 、 十 」（
車 第 き 同 六 を「
取 三 も 第 条 条 「
得 項 の 七 第 の 附

二 三 が る あ の
の 月 新 土 つ 上
六 三 築 地 て に
第 十 さ の は あ
八 一 れ 取 当 る
項 日 る 得 該 住
」 」 」 に 土 宅

一る 条 ） 土 宅 合
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